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Abstract
We collected stream sediments from the Ima River and Harai River in the eastern part

of Fukuoka Prefecture，and made geochemical maps in order to make a environmental

assessment．The Triassic Tagawa metamorphic rocks，Cretaceous granitoids，late Miocene

to early Pliocene Kitasakamoto Formation，early Pliocene Hikosan Volcanics and Quaternary

system are outcropped in this area．The Cretaceous granitoids are divided into the Asakura

Granodiorite，Soeda Granodiorite，Masaki Granite and Yusubaru Granite．Sample collection

was performed by method of Tanaka et al．（２００１）．The collected samples（８９ stream

sediments and２０rock samples）were analyzed for２７elements（Si，Ti，Al，Fe，Mn，Mg，

Ca，Na，K，P，As，Ba，Co，Cr，Cu，Ga，Nb，Ni，Pb，Rb，S，Sr，Th，V，Y，Zn，Zr）

by X-ray fluorescence spectrometry，and１２samples were mineralogically analyzed by X-ray

diffractometer．Major rock-forming minerals（biotite，hornblende，pyroxene，plagioclase，

K-feldspar，ilmenite）separated from the some samples were also analyzed．The

distribution of each element on the geochemical maps are explained by difference of areal

geology and accumulation of rock-forming minerals ; obvious anthropogenic contamination is

not detected in this area，excepting Pb enrichment at one point．

Key words : geochemical map，the Ima River basin，the Harai River basin，environmental

assessment，Fukuoka Prefecture
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はじめに

地殻表層における元素の濃度分布を示す地球

化学図は，これまで地表での重金属の局所的な

異常濃集帯を発見し，その周辺に存在する鉱床

を探査する目的で利用されてきた．近年，環境

評価を目的として，北アイルランド（Webb et

al．，１９７３，１９７８），米国アラスカ（Weaver et

al．，１９８３），西ドイツ（現ドイツ）（Fauth et al．，

１９８５），フィンランド（Koljonen，１９９２），ポー

ランド（Lis and Pasiecana，１９９５）などで全国

規模の地球化学図が作成されている．国内では，

秋田県（椎川ほか，１９８４），北関東地域（伊藤

ほか，１９９１），愛知県（Tanaka et al，１９９４，

１９９６；田中ほか，１９９５；戸上ほか，１９９７；山本

ほか，１９９８），北海道の中・北部地域（官・黒

沢，１９９６），日本海の能登半島沖から秋田沖に

かけての海域（今井ほか，１９９７），山形市周辺

地域（太田ほか，２００２），仙台市周辺地域（太

田ほか，２００３）などで地球化学図が作成され，

それをもとにした地圏環境評価が行われている．

これまでの地球化学図は，いずれも限定された

地域で作成されたものであり，その手法は研究

者によって若干異なる．最近，産業技術総合研

究所地質調査総合センターによって，国土の全

域に渡る地球化学図が作成された（今井ほか，

２００４）．このような国土全域に渡る地球化学図

は，統一された規格と精度で日本全域を見ると

いう点で，非常に重要であると考えられる．し

かしこの地球化学図では，試料採取密度が１０×

１０kmに１試料と精度が粗く，日本のような地

質構造が複雑な地域においては，地域地質を反

映しにくいと考えられる．このことは今井ほか

（２００４）でも指摘されている．さらに，地球化

学図を用いた地圏環境評価において，伊藤ほか

（１９９１），戸上ほか（１９９７），太田ほか（２００２）

は数値的解析によって評価を行っているが，こ

れには，元素の濃度分布と地質との関連性を必

ずしも正確に評価していない可能性があると考

えられる．そこで，福岡県東部の田川郡および
み や こ はらいがわ

京都郡の今川および祓川流域（Fig．１）におい

て，より精度の高い地球化学図を作成し，それ

をもとに，調査地域に分布する岩石およびその

構成鉱物の化学組成を用いた元素濃集過程の解

析による地圏環境評価を行った．

地質概説

調査地域の地質図をFig．２に示す．本地域は

三畳紀の田川変成岩類，白亜紀花崗岩類，中新

Fig．1． Location of the Ima River and Harai River．
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Fig．2． Geological map of studied area．The map is modified from１/２００，０００
geological map“Fukuoka”（Kubo et al．，１９９３）．

－４３－福岡県東部，今川・祓川流域の元素濃度分布（高本・他）



世後期～鮮新世初期の北坂本累層，鮮新世前期
ひ こ さ ん

の英彦山火山岩類，第四系からなる（久保ほか，

１９９３）．田川変成岩類は三郡変成岩に対比され，

主に調査地域中央部に分布し，そのほか各所に

点在している．主に砂質～泥質片岩からなり，

わずかに珪質片岩，苦鉄性片岩をともなう（松

本，１９５１）．白亜紀花崗岩類は，斑れい岩なら

びに閃緑岩，朝倉花崗閃緑岩，添田花崗閃緑岩，
ま さ き ゆ す ば る

真崎花崗岩，油須原花崗岩からなる．閃緑岩は

今川支流に小規模に分布し，細粒普通角閃石黒

雲母閃緑岩からなる．朝倉花崗閃緑岩は，調査

地域北部に小規模な岩体として分布する中粒斑

状普通角閃石黒雲母花崗閃緑岩である．添田花

崗閃緑岩は，調査地域南半部に分布する中粒塊

状普通角閃石黒雲母花崗閃緑岩である．真崎花

崗岩は，調査地域北半部に広く分布する中粒斑

状黒雲母花崗岩であり，ペグマタイトをともな

う．油須原花崗岩は，調査地域中部で，真崎花

崗岩に密接にともなって分布する細粒黒雲母花

崗岩である．北坂本累層は，調査地域南半部の

主に尾根部に分布する．本累層は安山岩～デイ

サイト質溶岩，凝灰角礫岩および礫岩からなり，

基底礫岩をともなう（英彦山団研グループ，

１９８４）．英彦山火山岩類は，調査地域南端部の

英彦山山系の稜線を中心とした地域に分布し，

輝石安山岩質溶岩，凝灰角礫岩および礫岩から

なる（英彦山団研グループ，１９８７）．第四系は，

調査地域北部の平野部とその周辺部に分布し，

更新世後期の中位段丘堆積物と完新世の沖積層

からなる．これらは未固結の砂，泥および礫か

らなる（久保ほか，１９９３）．

試料採取法および分析法

１．試料採取法
地球化学図の作成のため，河川堆積物を採取

した．地球化学図作成のための試料には，河川

堆積物のほか，岩石，土壌，湖沼堆積物，氷河

堆積物，地下水，河川水なども考えられる．こ

のうち，岩石は地表に分布する元素の主要な供

給源であり，基本的な元素濃度分布を支配して

いると考えられているが，場所による不均質が

あり，風化などにより化学組成が大きく変化す

る（今井ほか，２００４）．さらに，広範囲にわた

り，同程度の試料採取密度を維持することも難

しいと考えられる．また，岩石は人為的な汚染

に関する情報は全く持っていない（今井ほか，

２００４）．これに対して，河川堆積物は，その試

料を採取した地点より上流域に分布する岩石や

堆積物，土壌等が，河川が流下する際に削剥，

混合されてできたものと考えられる．このため，

日本のように山地が多く，河川系の発達した地

形においては，広い領域を効率よくカバーする

試料として，河川堆積物が最も適しているとさ

れ（上岡ほか，１９９１），多くの研究者が河川堆

積物を用いて地球化学図を作成している．欧米

の地球化学図においても，河川堆積物が使用さ

れている場合が多い（上岡ほか，１９９１）．この

ように河川堆積物が広く地球化学図の試料とし

て用いられていること，試料採取方法が比較的

簡単なことから，本研究でも河川堆積物を取り

扱うことにした．その他の試料の長所・短所に

ついては，今井ほか（２００４）にまとめられてい

るので，そちらを参照されたい．

試料採取地点はAppendix １に示した．今井

ほか（２００４）の分析試料のうち，本研究の試料

採取範囲から採取されたものは２試料にすぎな

い．試料採取は２００３年３月～１１月に行った．河

川堆積物試料の採取方法は，田中ほか（２００１）

に従い，８０メッシュ（１８０μm）以下を分析試

料とした．本研究の試料採取方法の詳細につい

ては，古川ほか（２００４）が報告している．採取

した試料は実験室内で風乾し，メノウ乳鉢で粉

砕した．さらに，調査地域内に分布する代表的

な岩石を露頭および転石から採取した（Appen-

dix １）．鏡下観察により決定した岩石試料の鉱

物組み合わせをTable１に示す．岩石試料の処

理は，柚原・田口（２００３ａ）に従った．岩石な
らびに河川堆積物試料の一部から６０メッシュ

（２５０μm）～８０メッシュの鉱物試料（斜長石，

カリ長石，輝石，黒雲母，粘土化した黒雲母，

普通角閃石，チタン鉄鉱）を，アイソダイナミッ

クセパレーターおよび重液を用いて，分離，精

製した．一部をメノウ乳鉢で粉砕して分析試料

とした．

２．分析法
河川堆積物，岩石および鉱物試料に含まれる
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主成分１０元素（Si，Ti，Al，Fe，Mn，Mg，Ca，

Na，K，P）および微量成分１７元素（As，Ba，

Co，Cr，Cu，Ga，Nb，Ni，Pb，Rb，S，Sr，

V，Th，Y，Zn，Zr）を，福岡大学理学部に

設置の理学電機工業社製蛍光X線分析装置

ZSX１００eにより測定した．試料調整および測

定方法は，柚原・田口（２００３ａ，ｂ），柚原ほ
か（２００４）に従った．Asは，柚原ほか（２００４）

の測定法に従い，地質調査総合センターの岩石

標準試料１５試料（JG‐１a，JG‐２，JG‐３，JR‐１，

JR‐２，JA‐１，JA‐２，JA‐３，JB‐１b，JB‐２，JB‐

３，JGb‐１，JF‐１，JP‐１，JCh‐１）と南アフリ

カ地質調査所の岩石標準試料（SABS）１試料

（SARM‐４８），および，これらを混合した二次

試料４試料を使用した検量線を用いて定量した．

測定条件をTable ２に示す．Rh管球を使用し

た場合，As-Kαに Pb-Lαが干渉するので，付

属のソフトウェアを用いて重なり補正を行った．

作成した検量線をFig．３に示す．また，検量線

の正確度ならびに JB‐１bより求めた検出限界

をTable ３に示す．試料の吸着水（H２O－）お

よび構造水（H２O+）は，強熱減量法により定

量した．FeOは過マンガン酸カリウム滴定法

により定量した．測定結果をTables ４，５，Ap-

pendix ２に示す．柚原・田口（２００３a）に従っ

て処理した岩石試料は，粉砕時にタングステン

カーバイト製容器を用いるため，Co，Cr，Ti

の混入があるとされる（安藤，１９７５）．タング

ステンカーバイト製容器を用いて粉砕した早良

花崗岩（柚原・祐徳，２００５）とメノウ製容器を

用いて粉砕した早良花崗岩（川野，未公表デー

タ）の比較からは，Coの数１０ppm程度の付加

が示唆される．したがって，Table ４に示され

ているCo濃度は参考値である．しかしながら，

それぞれの岩石に付加されたCo量は同程度で

あると考えられるので，濃度の高低傾向は読み

とることは可能であると考えられる．

河川堆積物試料１２試料について，福岡大学理

学部に設置されているX線回折装置（理学電

機製X線回折装置Geigerflex）を用いて，構

成鉱物の同定を行った．Cu管球（Ni フィル

ター）を用い，印加電圧と電流はそれぞれ３０kV，

Table 1．Mineral assemblage of typical rocks in studied area．

Table 2．Analytical condition of As analysis by X-ray fluorescence spectrometry．

－４５－福岡県東部，今川・祓川流域の元素濃度分布（高本・他）



１０mA，走査速度は２°/min，スリットは１°‐０．１５

mm‐１°である．走査範囲は２°から４０°とした．

結果と考察

１．河川堆積物の鉱物組成
X線回折結果から，すべての河川堆積物に石

英と斜長石が含まれていることがわかった．こ

れに比べるとピーク強度は低くなるが，河川堆

積物にはカリ長石，黒雲母，普通角閃石，輝石

も含まれている．そこで，この４鉱物の量比の

違いをピーク強度の高低によって定性的に検討

した（Fig．４）．田川変成岩類分布域で採取した

河川堆積物（IM‐０３，IM‐３５）には，黒雲母，

普通角閃石が含まれ，さらに少量のカリ長石が

含まれる．閃緑岩分布域の河川堆積物（IM‐４４）

には，普通角閃石が含まれ，さらに少量の黒雲

母とカリ長石が含まれる．朝倉花崗閃緑岩分布

域の河川堆積物（IM‐１４）には，普通角閃石が

含まれ，さらに少量の黒雲母と輝石が含まれる．

添田花崗閃緑岩分布域の河川堆積物試料（IM‐

３２，HA‐１５）には，黒雲母とカリ長石が少量

含まれる．普通角閃石が少量含まれる場合もあ

る．真崎花崗岩分布域の河川堆積物のうち２試

料（IM‐１２，HA‐３１）には，少量の普通角閃石

が含まれる．もう１試料（IM‐４２）は，普通角

閃石を含み，ついで少量の黒雲母を含む．油須

原花崗岩分布域の河川堆積物（IM‐５３）には，

カリ長石，普通角閃石，黒雲母がそれぞれ少量

含まれる．北坂本累層分布域の河川堆積物

（IM‐２９，HA‐０１）には，少量の輝石と普通角

閃石，一部黒雲母が含まれる．したがって，試

料によって多少鉱物組み合わせに違いがあるも

のの，河川堆積物には石英，斜長石が普遍的に

含まれ，カリ長石，黒雲母，普通角閃石が少量

含まれるといえる．同一地域内で試料による違

いが認められたのは，上流部に他の岩体が分布

し，そこからもたらされた鉱物が存在すること

や，含有量の少ない鉱物のピークが確認できな

かったためであると考えられる．

斜長石はどの岩石にも含まれるが（Table １），

他の鉱物の組み合わせは，田川変成岩類（苦鉄

質片岩と泥質片岩），白亜紀花崗岩類，火山岩

類（北坂本累層，英彦山火山岩類）で大きく異

なる．苦鉄質片岩は，主に普通角閃石，斜長石，

石英，緑レン石，緑泥石からなる．泥質片岩は，

主に石英，黒雲母，白雲母，斜長石，カリ長石，

グラファイトからなり，菫青石や電気石が含ま

れる場合がある．白亜紀花崗岩類は，主に斜長

石，カリ長石，黒雲母からなるが，閃緑岩はカ

リ長石を含まず，普通角閃石を含む．さらに，

朝倉花崗閃緑岩と，添田花崗閃緑岩の一部も普

通角閃石を含む．また，田川変成岩類と白亜紀

花崗岩類には，燐灰石やジルコンが普遍的に含

まれる．火山岩類は，主に斜長石，輝石からな

り，普通角閃石が伴われる場合も多い．したがっ

て，河川堆積物の鉱物組み合わせは，流域の岩

石のそれとよい一致を示すと考えられる．輝石

は，朝倉花崗閃緑岩と北坂本累層由来の河川堆

積物にのみ含まれるが，これは両者の岩石にの

み輝石が含まれていることと調和的である．こ

のことから，これらの地域では輝石が元素濃度

Fig．3． Calibration line for As．
X-ray intensity ratio of peak to back-
ground is plotted against concentration
after line overlap correction．

Table 3．Calibration range，accuracy，and
lower limits of detection（L．L．D．）
of As analysis．
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Table 4．Whole-rock chemical compositions of typical rocks in the studied area．
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を支配する可能性が示唆される．

２．元素濃度分布と地質の関係
河川堆積物試料の化学分析結果（Appendix

２）をもとに，各元素の地球化学図を作成した

（Fig．５）．この際，H２O－が試料の乾燥状態によ

り大きく変化するため，各元素濃度はH２O－を

除いて再計算した値を使用した．また，主成分

元素は酸化物としてあつかい，鉄は三価の鉄を

全Fe（total Fe２O３）とした．Sについては，

大部分が有機物由来で，季節変動が大きい（古

川ほか，２００４）ため，地球化学図の作成は行わ

なかった．得られた地球化学図は，試料採取密

度から，これまでに限定された地域において作

成された地球化学図（伊藤ほか，１９９１；Tanaka

et al，１９９４，１９９６；田中ほか，１９９５；戸上ほか，

１９９７；山本ほか，１９９８；太田ほか，２００２，２００４

など）と同程度の精度を有すると考えられる．

本調査地域は地質が複雑で（Fig．２），場所によっ

ては複数の地質体からもたらされた堆積物が混

在していると考えられる．したがって，地質と

の関連を検討する際に，特定の地質体のみの影

響を受けている地域を対象とする必要がある．

そこで検討対象地域として，田川変成岩類分布

域（A），閃緑岩分布域（B），朝倉花崗閃緑岩

分布域（C），添田花崗閃緑岩分布域（D），真

崎花崗岩分布域（E），油須原花崗岩分布域（F），

北坂本累層分布域（G）を設定した（Fig．５）．

岩石の分布に規制されない濃度分布を示す元素
地球化学図（Fig．５）において，SiO２，Al２O３，

MnO，P２O５，Ga，Pbの濃度分布には偏りがあ

まり認められない．また，TiO２，As，Co，Nb，

Zn，Zr は岩石ごとの濃度差はあまり見られな

い（Table ４）が，地球化学図上では濃度分布

に偏りが見られる．このことは，TiO２，As，Co，

Nb，Zn，Zr は，流域に分布する岩石の化学組

成の違いを反映していないことを示唆する．

TiO２，Nb，Zn，Zr は河川堆積物中の濃度が岩

Table 5．Chemical compositions of minerals．
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石よりも高い．さらに，全Feと Thも岩石中

の濃度よりも高い．本地域に分布する岩石にほ

ぼ普遍的に含まれ，TiO２，Nb，Znを濃集する

鉱物は，チタン鉄鉱である（Table ５）．した

がって，チタン鉄鉱の含有量が，各分布域の河

川堆積物で増加したため，岩石よりも高い濃度

を示したと考えられる．これは，河川堆積物の

全Fe濃度が，岩石よりも高いこととも矛盾し

ない．さらに Zrはジルコンが，Thはモナザ

イトが河川堆積物中で増加したため高い濃度を

示すと考えられる．モナザイトには Znも濃集

する（戸上ほか，１９９７）ことから，Znの濃度

分布にもモナザイトが影響を与えていると考え

られる．鏡下観察では，モナザイトは確認して

いないが，花崗岩類には普遍的に含まれている

と考えられる．以上のことから，TiO２，全 Fe，

Nb，Th，Zn，Zr の濃度を支配する要素は，

チタン鉄鉱，ジルコン，モナザイトであると考

えられる．

Coは，河川堆積物中の濃度と岩石中の濃度

を直接比較することはできないが，田川変成岩

類分布域（A），閃緑岩分布域（B），朝倉花崗

閃緑岩分布域（C），北坂本累層分布域（G）で

高い濃度を示し，添田花崗閃緑岩分布域（D），

真崎花崗岩分布域（E），油須原花崗岩分布域

（F）で低い濃度を示す傾向にある（Fig．５）．Co

を濃集する鉱物は，普通角閃石，黒雲母，輝石，

チタン鉄鉱であり（Table ５），これらの有色

鉱物が河川堆積物中で増加したため，高い濃度

を示すと考えられる．これらの有色鉱物は，鉱

物組み合わせは異なるが，どの岩石中にも含ま

れる（Table １）．しかし，田川変成岩類，閃

緑岩，朝倉花崗閃緑岩，北坂本累層中の火山岩

の方が，添田花崗閃緑岩，真崎花崗岩，油須原

花崗岩よりも多く含む場合が多い．このため有

色鉱物が河川堆積物中で増加しやすかったと考

えられる．

As濃度は，泥質片岩には最大８ppmである

が，他の岩石中では検出限界以下である（Ta-

ble ４）．これに対して，大部分の河川堆積物中

には５ppm以上含まれる（Appendix ２）．地

球化学図では，Asは田川変成岩類分布域（A）

と北坂本累層分布域（G）で高い濃度を示す（Fig．

５）．今回測定を行った鉱物中にはAsはほとん

ど含まれていない（Table ５）ため，これらの

鉱物の濃集では説明できない．Asは硫砒鉄鉱

Fig．4． Mineral distribution of stream sediments
estimated by X-ray diffraction analysis．
Lozenges show the sampling points of
stream sediments．Intensity of spectra
for K-feldspar，hornblende，biotite and
pyroxine is shown in shades of black in
the separated area of the lozenge．
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Fig．5． Distribution of major and trace elements contents in stream sediments
in the Ima River and Harai River basins．
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Fig．5．（continued）
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Fig．5．（continued）
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Fig．5．（continued）
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Fig．5．（continued）
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Fig．5．（continued）
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Fig．5．（continued）
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や黄鉄鉱などの硫化物に多く含まれ，堆積物中

では鉄の酸化・水酸化物（フェリハイドライト

や針鉄鉱）の表面に吸着される（丸茂，２００３）．

さらに，植物にも吸収されることが知られてい

る．周辺地域には硫化鉱物を伴う鉱床は知られ

ていない（木下，１９６１；唐木田ほか，１９９２）．

さらに，河川堆積物中のAs濃度と Fe２O３，S

濃度には明瞭な相関が認められないことから

（Appendix ２），これらがAs濃度を支配する

要因であるとは考えにくい．したがって，現在

のところAsの濃度分布の要因を特定すること

はできない．

岩石の分布に規制された濃度分布を示す元素
田川変成岩類分布域（A）は，MgO，Cr，Cu，

Ni 濃度が高く，Na２O濃度が低い傾向がある

（Fig．５）．田川変成岩類の主体をなす泥質片岩

は，他の岩石と比較して，MgO，As，Cr，Cu，

Ni に富み，Na２Oに乏しい（Table ４，Figs．６，

７）．このことから，この分布域の河川堆積物の

化学組成の特徴は，田川変成岩類の泥質片岩の

化学組成の特徴を反映していると考えられる．

閃緑岩分布域（B）は，MgO濃度が高く，Cr，

Cu，Ni 濃度が低い傾向がある（Fig．５）．閃緑

岩はMgO，Cuに富み，Cr，Ni に乏しい（Ta-

ble ４，Figs．６，７）．したがって，MgO，Cr，

Ni は岩石の化学組成の特徴を反映しているが，

Cuは反映していない．これはCuに富む粘土

化した黒雲母（Table ５）の減少が要因である

と考えられるが，これだけでは説明できず，Cu

に乏しい他の鉱物の濃集の影響も考えられる．

朝倉花崗閃緑岩分布域（C）は，MgO，Cu，

V濃度が高く，Ni 濃度が低い傾向がある（Fig．

５）．朝倉花崗閃緑岩は，MgO，Cu，Vに富み，

Ni に乏しい（Table ４，Figs．６，７）．したがっ

て，この分布域の河川堆積物の化学組成は，朝

倉花崗閃緑岩の化学組成の特徴を反映している

と考えられる．

添田花崗閃緑岩分布域（D）は，Ba濃度が

高く，MgO，Cr，Ni，V濃度が低い傾向があ

る（Fig．５）．添田花崗閃緑岩は，比較的Baに

富み，MgO，Cr，Ni，Vに乏しい（Table ４，

Figs．６，７）．したがって，この分布域の河川堆

Fig．6． SiO２-oxides diagrams of rock samples．
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積物の化学組成は，岩石の化学組成の特徴を反

映している．

真崎花崗岩分布域（E）は，Ba 濃度が高く，

MgO，CaO，Ni，Sr 濃度が低い傾向がある（Fig．

５）．真崎花崗岩は，Baに富み，MgO，CaO，

Ni，Sr に乏しい（Table ４，Figs．６，７）．した

がって，この分布域の河川堆積物の化学組成は，

岩石の化学組成の特徴を反映していると考えら

れる．

油須原花崗岩分布域（F）は，K２O，Ba，Rb

濃度が高く，MgO，CaO，Na２O，Cu，Ni，Sr，

V濃度が低い傾向がある（Fig．５）．油須原花崗

岩は，Na２O，K２O，Cu，Rbに富み，MgO，CaO，

Ba，Ni，Sr，Vに乏しい（Table４，Figs．６，７）．

したがって，MgO，CaO，K２O，Ni，Rb，Sr，

Vは岩石の化学組成の特徴を反映しているが，

Na２O，Ba，Cuは反映していないといえる．鉱

物の化学組成（Table ５）から，Na２Oは斜長

石の減少が，Baはカリ長石の濃集が要因であ

ると考えられる．X線回折でも，本分布域の河

川堆積物には，カリ長石が確認されており，こ

れと矛盾しない．Cuについては，カリ長石の

濃集でも説明できるが，粘土化した黒雲母の減

少も関係していると考えられる．

北坂本累層分布域（G）は，MgO，Cr，Ni，

Sr 濃度が高く，K２O，Rb，Y濃度が低い傾向

がある（Fig．５）．北坂本累層の溶岩，凝灰角礫

岩中の角礫は，MgO，Cr，Sr に富み，K２O，

Fig．7． SiO２-trace element diagrams of rock samples．
Symbols are the same as those in Figure６．
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Ni，Rb，Yに乏しい（Table ４，Figs．６，７）．

したがって，MgO，K２O，Cr，Rb，Sr，Yは

岩石の化学組成の特徴を反映しているが，Ni

は反映していない．これはNi に富む輝石（Ta-

ble ５）の濃集が原因であると考えられる．X

線回折でも，輝石が確認されており，これと矛

盾しない．

また，これ以外の地域でも，特定の元素が高

い濃度や低い濃度を示す場合があるが，これら

は，複数の岩体からの砕屑物の供給，特定の鉱

物の濃集によって説明が可能である．以上のこ

とから，これらの元素の濃度分布は，流域に分

布する岩石の化学組成の違い，もしくは鉱物の

濃集によって説明される．したがって，今回分

析を行った元素については，濃度分布が地域地

質を反映していると考えられる．しかしながら，

真崎花崗岩分布域の一地点（IM‐０２）では，Pb

が３７６ppm（Appendix ２）と，他の河川堆積物

と比べ異常に高い濃度を示す．この地点は真崎

花崗岩由来の鉱物のみの影響を受けていると考

えられる．真崎花崗岩に含まれる鉱物で，Pb

に富む鉱物はカリ長石（Table ５）であるが，

カリ長石の含有量の増加だけでは，この高い濃

度を説明することはできない．また，カリ長石

以外の鉱物で，Pbの濃度を支配する鉱物は現

在のところ確認できてない．さらに，試料採取

地域の周辺ならびに上流域には，Pbを含む鉱

床は知られていない（木下，１９６１；唐木田ほか，

１９９２）．したがって，この異常な Pbの高濃度

は，人為的な要因と考えられる．この人為的な

要因としては，自動車の排出ガスに含まれてい

る鉛の蓄積，蓄電池，猟などに使われる鉄砲玉，

釣の重りとして使用される鉛玉などが考えられ

るが，試料採取地点付近の河川状況に特別変

わったところはなく，現在のところ要因は確定

できない．

ま と め

今川，祓川流域の河川堆積物の化学分析結果

を行い，これまで日本各地で作成されている地

球化学図と同程度の精度を有する地球化学図を

作成した．その解析の結果，大部分の元素の濃

度分布は，流域に分布する岩石の化学組成と，

河川堆積物における特定の鉱物の濃集によって

説明されることがわかった．したがって，ほと

んどの元素の濃度分布は地域地質を反映してい

ると考えられる．しかし，Asの濃度分布につ

いては，要因の確定はできていない．さらに，

真崎花崗岩分布域の一地点では，Pbの濃度が

異常に高い．これは岩石の化学組成および，鉱

物の濃集過程によって説明することができず，

人為的な要因によると考えられる．
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Appendix 1．Sample localities of stream sediments and rock samples．
Solid circles and squares are stream sediments and rock samples，respectively．
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Appendix 2．Whole-rock chemical compositions of stream sediments in the Ima River
and Harai River．

－６３－福岡県東部，今川・祓川流域の元素濃度分布（高本・他）
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Appendix 2．（continued）

－６５－福岡県東部，今川・祓川流域の元素濃度分布（高本・他）
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